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【平成２６年度第１回北広島市子ども・子育て会議】 

 

１ 日時 

  平成 26年 5月 8日（木）18：30～20：10 

 

２ 場所 

  北広島市役所本庁舎 2階会議室 

 

３ 出席者 

  （委員）※50音順・敬称略     （市・事務局） 

   青山 司             保健福祉部長  木下 信司 

安藤 由美子           児童家庭課長  福島 政則 

   飯浜 浩幸            児童家庭主査  鈴木 靖彦 

   亀岡 菜穂子            

   小林 明夏         

   中田 紀子 

西澤 美香             

   堀内 美和 

   松浦 政子 

   百瀨 彰 

    

４ 傍聴者 

  ２名 

 

５ 会議次第 

 （１）今後のスケジュールについて 

（２）ニーズ調査の結果について 

（３）ニーズ調査結果による量の推計について 

（４）教育・保育施設の区域について 

（５）その他 
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               【議事録】 

 

 

○会長     ただ今から平成２６年度第１回北広島市子ども・子育て会議

を開催いたします。 

        それでは、今回新しく委員になられました方に自己紹介をお

願いいたします。 

○委員     （自己紹介） 

○会長     ありがとうございました。 

それでは、議題の１番目「今後のスケジュール」について事

務局より説明願います。 

○事務局    （資料１及び５に沿って説明） 

○会長     ありがとうございます。 

        ８月末までにパブリックコメントを行うということで、その

頃が山場と思われます。あらかじめ委員の皆様には予定を入れ

ておいていただきたいと思います。 

資料５の「次世代育成支援対策推進行動計画」については平

成２６年度で終了するということですが、国の示す必須記載事

項や北広島市の任意記載事項については、引き続き子ども・子

育て会議において、議論していただきたいということでした。 

まずは本会議と重複する国の必須記載事項について重点的に

審議していただきたいということです。 

        ここまでで何かご質問、ご意見等ございませんか。 

後ほどまとめてご質問等いただくこととして、議題の２番目

「ニーズ調査の結果」について事務局より説明願います。 

○事務局    （アンケート調査報告書に沿って要点を説明） 

○会長     ありがとうございます。事務局からニーズ調査結果の概略に

ついて説明いただきました。何かご質問、ご意見等ございませ

んか。お気づきの点がありしだい質問等お願いいたします。 

        引き続き、議題の３番目「ニーズ調査結果による量の推計」

について事務局より説明願います。 

○事務局    （資料３及び４に沿って説明） 

○会長     ありがとうございます。かなり多くの説明でしたが、ご意見

等ございませんか。なければ事務局より続けていただきます。 

○事務局    量の見込みに関連して、地区別の算出結果について補足させ

ていただきます。 
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（資料２－１に沿って説明） 

○会長     ありがとうございます。地区別の需給状況や区域の設定につ

いて説明がありました。これらについてご意見や思いついた点

がありましたら、質問願います。 

        これまでの経緯を整理いたしますと、昨年度アンケート調査

内容について審議し、実際に調査を実施し、その結果を踏まえ

て今年度は子育て関連の計画を策定していくということです。    

  その中で必要となるのが、区域の設定と量の見込みとなりま

す。区域については市全体で１区域として整備を進めていくの

か、大曲など区域を分けてそれぞれ整備していくのかを決める

わけです。一部の地域が供給過剰になったり、供給不足になる

ことのないように配慮しなければなりません。 

教育・保育施設等の量の見込みについても、その区域ごとに

設定することとなります。そのため、まず区域をどう設定する

かを決める必要があります。 

        また、アンケート調査に回答してくださった方々の思いを汲

み取って、反映させることが大切だと思います。 

        委員の皆様には、それらを踏まえて判断していただくことと

して、次の議題「教育・保育施設の区域」について事務局より

説明願います。 

○事務局    （資料２－２に沿って説明） 

○会長     ありがとうございました。市全体を一つの区域とする事務局

からの提案と理由がありました。 

        これまでの説明の中を踏まえ、委員の皆様から何か質問等ご

ざいませんか。 

○委員     区域の設定については、保育園・幼稚園については１区域で

良いと思いますが、たとえば学童クラブについては現在小学校

区であり、難しいと思います。教育・保育区域には学童クラブ

も含まれるのですか。 

○事務局    教育・保育施設とは幼稚園や保育園のことで、学童クラブに

ついては、その他の地域子ども・子育て支援事業に分類されて

おり、含まれておりません。 

        また、教育・保育施設とそれ以外の事業については、異なる

区域を設定することも可能となっております。 

○委員     わかりました。 

○委員     資料に記載されている現在の利用状況は既存の幼稚園や保育
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園の利用状況と思いますが、今後、保育園等について新規参入

する予定はありますか。 

○事務局    新規参入も含め、既存の施設で足りない場合は、供給を充実   

させる方策について、本会議で審議していただきたいと考えて

おります。 

○委員     わかりました。 

○事務局    補足させていただきます。 

まず区域を決めます。そしてそれぞれの区域ごとの量を見込

みます。その後、区域ごとの需給の過不足を踏まえ、それらに

対応するための方策を決定するという流れになります。 

○委員     前回までの会議や、今回の説明を受けて、１区域以外の選択

は市の現状から考えると難しいと思います。 

大曲には教育保育施設が集中していて、また、輪厚には一つ

もありません。それらについて減らしたり他から移転すること

は現実的に難しく、市全体を１区域としてニーズに対応した方

策をとるべきと思います。 

○会長     ありがとうございました。教育・保育施設については、児童

の減少や施設の立地状況から考えて、市全体を１区域とすべき

との意見でした。 

        他にご意見等ございませんか。 

○委員     私も先ほどの委員と同じく市全体を１区域にすべきと思いま 

す。ただし、供給体制にかかる方策については、地区ごとの実

情を踏まえた対応が可能なのですか。 

○事務局    区域ごとの対応ということになりますので、市全体が１区域

であれば市全体を見据えた方策ということになります。 

○委員     例えば輪厚地区に在住で大曲地区へ通園せざるを得ない場合

などに、それぞれのケースに対応した方策は可能なのですか。 

○事務局    全市を１区域にすることにより、むしろ各地区の問題点が見

えやすくなると考えます。また、全市を１区域として量的見込

みを推計するというだけで、地域ごとの需給についてはこれま

でどおり注視していきます。 

補足ですが、教育・保育施設の区域については、小学校区等

とは異なり、他の区域への通園は問題なく可能です。 

○委員     わかりました。 

○会長     地区を細分化した場合、児童人口減少の中、各地区において

供給過剰が起きる可能性もあり、市全体でバランスを取りなが
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ら対応するほうが良いとのことですが、そこで心配されるのが

各地区ごとの細やかなニーズに対応できるのかということです。 

市としては現状でも可能な限り対処しており、市全体が１地

区となっても、地区ごとへの配慮は継続されるということです。 

○事務局    細かな例になりますが、居住地区の保育園にしか通園できな

い交通弱者等への対応など、現状においても実情に配慮した保

育行政を行っております。 

○会長     ありがとうございました。 

ここで提案ですが、今回の会議においては、教育・保育施設

については市全体で１区域、ただし学童クラブについては現在

は小学校区となっており、別に整理したいと思います。 

各委員におかれましては今回の資料を次回までに再度検討し

ていただき、次回会議を始める時に意見・疑義等を確認してか

ら、次の量の見込みへ入って行きたいと考えますがいかがでし

ょうか。 

 

（委員異議なし） 

 

○委員     ありがとうございます。では最後の議題「その他」について

事務局より説明願います 

○事務局    次回は教育・保育施設以外の事業の区域について、量の見込

みについて、さらにできればそれらに対する方策について審議

いただきたいと思います。時期は６月下旬を見込んでおります。 

○委員     わかりました。 

        次回も資料については事前に配布されることとなりますので、

委員の皆様につきましては事前に目を通した上で、次回の会議

へ出席願いたいと思います。 

        他に質問等ございませんか。 

  では第１回北広島市子ども・子育て会議を終了いたします。 

        委員の皆様、大変お疲れ様でした。ありがとうございます。 


